















Chinese female skilled migrants’ life careers: a case study in Japan
叶尤奇・根橋玲子
YouqiYe-Yuzawa ／ReikoNebashi-Nakahara
 This paper explored how Chinese female skilled migrants developed their life 
careers in Japan, based on the interview data of 8 Chinese female international 
students who finished the higher education and entered the domestic labor market. 
There found the following three life career development patterns: Type I focused on 
their vocational development and tried hard on accumulating professional skills and 
knowledge with the social support from their personal networks into and beyond the 
workplace; Type II gave the gender roles and the family life priority over the work 
career development, not only because they did not obtain the worthwhile work but 
also they had a non-negotiable plan for their life events before entering the workplace; 
Type III failed to develop the whole life careers in Japan due to encountering many 
gender and cultural barriers within the workplace and on their family and personal 
lives, and thus they planned to go back to their homeland. These results contribute to 
enriching our understanding of Chinese female migrants in contemporary Japanese 
cultural context because most skilled migrants’ studies in Japan only considered the 










て、日本で就職する外国人留学生数は年々増加しており、2016 年に 19,435 人に達してい













































































全員が、就職前と就職 2 年目のインタビューに参加したが、さらに就職 4 年目のインタ
ビューに参加したのは、C1、C2、C3 の 3 名であった。一人あたりのインタビューの所


















ュー回数 就職前 就職後 










C2 2014 年 20 代 修士 情報通信業 
大手企業 
首都圏 
なし なし 3 回 
C3 2014 年 20 代 修士 情報通信業 
中小企業 
首都圏 
なし なし 3 回 









C5 2016 年 20 代 修士 小売業 
大手企業 
中京圏 
なし なし 2 回 

















C8 2016 年 20 代 修士 不明 
大手企業 
首都圏 










































　タイプ I に属するのは、C3、C4、C5、C6、C8 の 5 名である。C3 と C8 は中国の大学
を卒業後、数年間働いてから来日し、大学院へ進学した。C4、C5 と C6 は、大学時代に
交換留学生として 1 年間来日した。その後、中国に戻り大学を卒業してから再び来日し、
大学院へ進学した。就職活動を経て、C3（中小企業）以外の協力者は大手企業に就職し
た。また、C3、C6 と C8 は営業職、C4 と C5 はそれぞれ小売りの店舗販売に携わってい
る。
１）就職以前のライフキャリアに対する考え方














　C6 を除き、タイプ I の協力者は残業が少なく、仕事時間に対して大きな不満はなかっ






















































　前述のように、C6 を除き、ほかのタイプ I の協力者は残業が少なく、仕事と個人や家
族の生活との両立ができていた。C3 は一人で家で過ごすことが多かったが、両親と SNS
を通して頻繁に連絡を取っていた。これに対し、C4 と C6 はパートナーと余暇時間を過
ごすことが多く、特に C6 はイギリス人のパートナーに、仕事に関して様々な相談をして
いた。C5 と C8 は、趣味や、日本にいる中国人友人や日本人友人と余暇の時間を過ごし
たりしていた。また、C5 は、学生時代からの友人と頻繁に連絡し、仕事や生活に関して
相談をしていた。C5 と C8 は、パートナーはいないが、適切な相手に出会えることを望
みつつ、現在の生活を楽しんでいると述べた。
（2）タイプⅡ：家族優先型
　タイプ II に属するのは、C1 のみであった。C1 は中国の高校卒業後、出身高校と提携す
る日本のある地方大学に進学し、さらに東京の大学院に進学した。就職活動では、複数の










　入社後、C1 は通勤時間が 2 時間弱の支店に配属された。そこには、C1 を含めて中国





















では、基本的に 3 か月経つと営業に行ける。とくに男性は、3 か月経つと営業に













































　就職後、C2 と C7 の勤務時間は長く、常に長時間勤務の状態に陥っていた。また、会
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